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本田和也

J ・ジョイスの作品『ダプリンの人々』の官頭の短編小説「姉妹」はそ

の主題において世間をあっといわせたスキャンダラスな小説だったにちが

いない。まずこの作品に登場する人物は中風病みのプリン神父であり、そ

の人と仲の良かった語り手の‘ぽく'であるo 主人公‘ぽく'がどのようにし

て今は死んだ神父さんと親しい間柄になっていったか、またこの‘ぽく'が

プリン神父と攻守ところを変える羽田に至ったかを小説は淡々と語ってい

る。人々の告解に耳を貸し、人々に説教するのを身上にするはずの神父が

すっかり自分の勤めを少年に明け渡してしまっている。これはそもそも聖

職売買の罪に当たるもので、あってはならない行為である。大人ぶった少

年はそんな神父の弱点、をちゃんと見抜いている。ジョイスはこの病んだ、神

父のポートレイトを子細に正確に描くことによって、夕、プリンの、いやア

イルランドの抱える病巣を人々にじかに触れさせようとしたのだ、った。そ

のひとつの病巣が宗教であった。おそらく誰もが敢えて語ろうとはしなか

った宗教が小説のかたちで語られると思う人は数は少なかったであろう o

これはどうみても反教会、反聖職が主題になっている作品だ。教会権威の

失墜だといったジャン・パリの批評はまことに的確である。作品の冒頭に

反教会の姿勢がparalysis(中風)、 gnomon(平行四辺形でその相似形が

一角からかげたかたち)、 simony 聖職売買)の言葉の響きに魅せられた

語り手によって暗示されている。三度目の発作に襲われたプリン神父は、

少年にもう長くはあるまいといつになく弱音を吐いたりしたのだ、った。



本田和也

He had often said to me: 1 am not long for this world， and 1 had 

thought his words idle. N ow they were true. Every night as 1 gazed up 

at the window 1 said softly to myself the word paralysis. It had al-

ways sounded strangely in my ears， like the word gnomon in the Euclid 

and the simony in the Catechism. But now it sounded to me like the 

name of some maleficent and sinful being. It filled me with fear， and 

yet 1 longed to be nearer it and to look upon its deadly work. 

‘paralysis'についてはここで説明することがないくらいジョイスが『ダ

プリンの人々』の全般に当て懐めた修辞であるo 彼の目にはアイルランド

の状況が文化的に停滞していると映っていたのである。‘paralysis'ほどの

ぴったりの表現がほかにあったであろうか。『ダプリンの人々』によって、

ジョイスは遺憾なく道徳史の一章を書こうとした。さて、‘gnomon'が意

味するものは欠けた部分であって、ここではおそらくプリン神父の人格の

欠如或いは喪失を暗示しているとみていい。公教要理の聖職売買‘simony

in the Catechism'の由来は使徒行伝に登場するSimonMagusに因んでい

るo 彼は聖職の与える力を金で買い取ろうとした。このように作品の主題

が話し手‘ぼく'が幻聴のように聞く三つの言葉の響きによってひそかに提

示されていく。

その提示からややあって物語の場面にコッター爺さんが姿を見せる。

‘ぼく'が夕食を食べに階下に行くと、コッターさんが伯父となにやら話

し込んでいるo すると粥をすすっている小さい語り手に向かつて伯父がプ

リン神父が死んだという o

一-Well，so your old friend is gone， you'll be sorry to hear. 

-Who? said 1. 



一-Father Flynn. 

-1s he dead? 
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-Mr Cotter here has just told us. He was passing by the house. 1 

knew that 1 was under observation so 1 continued eating as if the news 

had not interested me. My unc1e explained to old Cotter. 

-The youngster and he were great friends. The old chap taught him 

a great deal， mind you; and they say he had a great wish fot him. 

-God have mercy on his soul， said my aunt piously. 

この短いやり取りから、死んだ神父と聡明で賢そうな少年が浮かんでく

る。神父がことのほかこの子供に期待をかけていた様子も分かるのだ。た

だ、彼はうわべはなにげない素振りで、大人たちの追撃をかわすように粥

をほうばっている。しかし、彼の思いのうちはそんなものであるはずはな

く、もっともっと複雑に揺れ動く感'情が行聞に波打つている。そうして話

が直ちに神父と少年の親密すぎるほどの関係に及んで行くのを視線で、キ

ャッチしながら、怒りの暴発をやっと押さえている。コッターさんはここ

ぞとばかりに子供の援や教育について話し出す。少年は完全にまな板にの

せられっぱなしだ。その機嫌をそこねないように伯父も相槌を打つのだっ

た。そうなれば少年は挟み撃ちに甘んじるしか手はない。コーターさんは

子供は子供同志で遊べばいいのであって、そのような男と話すなんてもつ

てのほかというのが持論だ。

-1 wouldn't like children of mine， he said， to have too much to say 

to a man like that. 

-How do you mean， Mr Cotter? asked my aunt. 

-What 1 mean is， said old Cotter， it's bad for children. My idea is : 
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let a young lad run about and play with young lads of his own age and 

not be . . Am 1 right J ack? 

-That's my principle， too， said my uncle. Let him learn to box his 

corner. That's what I'm always saying to that Rosicrucian there : take 

excercise. Why， When 1 was nipper every morning of my life 1 had a 

cold bath， winter and summer. And that's what stands to me mow. 

Education is all very fine and large. .. Mr Cotter might take a pick of 

that leg of mutton， he added to my aunt. 

伯父はいともあっさりと、コッターさんに同調するが、きかないのはむ

しろ伯母のほうであって、しきりにコッターさんの意見に反対しているよ

うに思われる。なぜそういうことがあっていけないのでしょうねと言いた

げである。子供達は感化されやすいというのが彼の理由なのだ。

-But why do you think it's not good for children， Mr Cotter? she 

asked. 

-It's bad for children， said old Cotter， because their minds are 

impressionable. When children see things like that， you know， it has an 

effect. 

さて、コッターさんといろいろ意見をかわす伯父・伯母の話の中で、伯

父が少年を指して、あそこにいるRosicrucian(ロズクルシアン)にいい

続けていることなんだ、といっている箇所がある。この‘Rosicrucian'も少

年のことをもっと知りたいものにとって、大事な鍵になる。つまりそれは

一種の皮肉な響きであるにせよ、伯父でさえこの少年の才能、学問への情

熱は認めようとし、それがプリン神父との親密な間柄へと発展していった
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からだ。

]oyce Annotated (by Don Gifford， 1982)は次のよう‘Rosicrucian'を

説明している。

‘宗教的秘儀を授った人つまりロサエ・クルシスという古い教団の国際的

な友愛の会員のことであるo 教団はドイツの僧侶クリスチャン・ロゼ、ンク

ロウツによって15世紀に再興されたと考えられる。彼は神秘的にもエジプ

トの偉大な白色兄弟と接触した。 (B・C15世紀)中世の神秘主義や錬金術

から知識や学問を得ていたいくつかの小さい宗派が17世紀、 18世紀に栄え

た。教団はイギリスでは1866年に蘇った。それは19世紀後半のオカルトと

ともに一般に魅力を増していった。教団はその目的を、個人の眠っている

潜在能力を目覚めさせるために企てられた形而上的な、自然の哲学的体系

にあるとし、それによって人は自分の生まれたままの才能を優位に利用

し、幸せで、より有益な人生を送るのを目的にした。教団は夢心地のまま

に、審美的にも世俗の関心事から遠ざかっていった。， (P 30) 

伯父は小さい主人公の中に秘教的な錬金術土の片鱗を見ていた。ジョイ

スは多くの評にあるように言語の錬金術土でもあったのはいうまでもな

い。その錬金術士の手によってうみだされた言葉の新しい響きが、作品冒

頭の主人公を怪しいまでに魅了する‘paralysis¥‘gnomon'‘simony'から

聞き取れるのである。少年がすっかり魅せられたこれらの語は小説の短い

プロットのはじはじで弦のように、つまびかれたりする。プリン神父の死

が象徴する教会倫理の喪失はアイルランドの信仰心の厚い人々には許しえ

ない出来事であり、衝撃であったにちがいない。少年‘ぽく'が聖職売買禁

止の提を無視して、伯母に貰った“HighToast"という嘆ぎ煙草で、プリ

ン神父の司祭職任務のいっさいを買収し、少年が司祭になりすましてフリ
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ン神父の告解に耳を傾けようとする快楽に似たある種の罪科は許されてい

いものではない。イエスズ会内で司祭に任じられ、信者の告解を聞くこと

が許されるまでの 9年間の厳しい修行をもってすれば、いっかいの少年が

プリン神父の代役にまわることは痛ましいことと言わざるをえない。

‘simony'はこのようなプロットのなかでその役目をちゃんと果たしてい

るわけだし、‘paralysis'は、不自由になった司祭の手に子細に描かれたこ

とになるo

The reading of the card persuaded me that he was dead and 1 was 

disturbed to find myself at check. Had he not been dead 1 would have 

gone into the little dark room behind the shop to find him sitting in his 

arm chair by the fire， near1y smothered in his greatcoat. Perhaps my 

aunt would have given me a packet of High Toast for him and this 

present would have roused him from the stupefied doze. It was always 

1 who emptied the packet into his black snuff-box for his hands trem-

bled too much to allow him to do this without spilling half the snuff 

about the floor. Even as he raised his large trembling hand to his nose 

little clouds of smoke dribbled through his fingers over the front of his 

coat. It may have been these constant showers of snuff which gave his 

ancient priestly garments their green faded look for the red handker-

chief， blackened， as it always was， with the snuff-stains of a week， with 

which he tried to brush away the fallen grains， was quite inefficacious. 

(もし彼が死んで、いなかったら、底の裏手にある小さい暗い部屋に入っ

ていって、炉辺の近くのひじ掛け椅子に座って大きい外套に身を包んで、

息がつまりそうになっている彼の姿を見るところだ、っただろうに。おそら

くぽくの伯母は彼に手渡すようにハイトーストの嘆ぎ煙草のー箱をぽくに
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持たせただろう。そしうてこの嘆ぎ煙草を彼にやると、彼は知覚が麻痔さ

せられたようなまどろみから目覚めたことであろうに。嘆ぎ煙草のその箱

から中味を彼の黒ずんだ嘆ぎ煙草入れに入れてやるのはいつもぽくなのだ

った。彼の両手は震えてしまっていて入れようとすれば、嘆ぎ煙草の半分

が床に落ちてしまうのだった。彼が大きい震える手を鼻へもっていって

も、嘆ぎ煙草は小さい煙のようになって彼の指の聞から零れ、彼の外套の

正面に落ちた。彼の古びた司祭の衣服が緑の色槌せた様子に見えるのはこ

のようにいつも嘆ぎ煙草の粉が零れ落ちたせいだったろう o 彼の赤いノ¥ン

カチは、いつものように黒くなっていて、それも一週間分の嘆ぎ煙草のし

みが出来ていて、そのハンカチで落ちた粉をはたいて取り除こうとするの

だが、まったくききめがなかった。)

ここに語られている‘paralysis'の実相は、色槌せた緑の法衣とおなじ

く教会も政治もことごとく麻療の疾患に官されたアイルランドの文化の世

紀末の状況のなかであった。そのような病のプリン神父の死後、‘ぼく'は

奇妙にもふと身軽になっている自分に気付いたりするo

1 walked away slowly along the sunny side of the street， reading all 

the theatrical advertisements in the shop-windows as 1 went， 1 found it 

strange that neither 1 nor the day seemed in a mourning mood and 1 felt 

even annoyed at discovering in myself a sensation of freedom as if 1 had 

been freed from something by his death. 

(ぽくはゆっくり通りの陽の当たる片側に沿って歩いていった。歩きな

がら庖の窓にはり出しであるある劇場の広告をのこさず読んだ。ぼく自身

もこの一日も喪に服するような気分になっていないのが妙であった。彼が

死んで、何物かから解き放されたかのように自由だといった感じを自分の

なかに発見して戸惑いも感じていた。)

-123-
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黒・白・灰色の後退色といった色彩に彩られるこの短編小説にあって、

いま引用した日当たりの通りの部分はなんとなしにはればれとした明るさ

に満ちているD 自由にさせられた、なにかほっとした気分が‘ぼく'のいく

先を包んでいる。

ジョイスはかつて習作に『スティブン・ヒーロー』を書き留めていた。

これは自ら焼き捨てるつもりだったが、部分的に運よく危うく残された章

もあって、ジョイスの若き日の文学放浪を知るのに貴重な資料になってい

るo わたくしがこの資料で考えていかなくてはならない点を挙げるとすれ

ば、フランスの詩人ランボーへの言及があることであろう o ランボーへの

言及はジョイスの作品をとおして、この習作だげに限られているようであ

るo それもブレイクと並んで、初めのほうに出てきているo

He read Blake and Rimbaud on the values of letters and even 

permuted and combined the five vowels to construct cries for primi-

tive emotions. To none of his former fervours had he given himself 

with such a whole heart as to this fervour ; the monk now seemed to 

him no more than half the artist. (P 25) 

(彼は文字の価値ということに関してブレイクとランボーを読んだ、そ

うして素朴な感情を表にするのにふさわしい叫びを組み立てるのに、五個

の母音を置い換えもし、結合させた、彼のかつての情熱のなにものにたい

してもこの情熱によせるほどのこころを傾けることはなかった。修道士と

いうのはいまは彼に芸術家の半分にもならないように思えた。)

あるいはこの引用に前後して、詩の習作に励むスティーブンの姿が書か
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れているo

He wrote a great deal of verse and， in defau1t of any better contriv-

ance， his verse allowed him to combine the offices of penitent and 

confessor. He sought in his verses to fit the most elusive of his moods 

and he put his lines together not word by word but letter by letter. 

(彼はたくさん詩を書いた、ほかにいい工夫も考えられなかったので彼

の詩には悔恨者と告白者の果たすべき務めがないまぜになって書かれたの

だ。自分のむら気のうちでもいちばんに逃げ出してしまうようなむら気を

固定させることを詩に求め、語と語と繋がりではなく、文字と文字との組

み合わせによって彼の詩をまとめた。)

ジョイスがランボーはじめヴェルレーヌやボードレールのフランス象徴

主義の詩に大変な関心を寄せていたことは、c.P. Curranが書いたジョイ

ス回想“JamesJoyce remembered" (1968)に詳しい。ダプリンのユニ

ノてーシティ・カレジに入学する前にすでに少なくともイタリー語とフラン

ス語は 6年間勉強していたし、学生時代は、デンマーク語でイプセンは沢

山読んでいたと言うことであるo その他、ハプトマンに関心があったと伝

えられているo そしてとくに、ユイスマンについては、ジョイスだけでは

なく、 Curranも大いに興味があり、彼の作品“LaCathedrale"が世に出

て2・3年であったこと、ユイスマンが宗教芸術や象徴主義を概観してい

て、その当時、典礼の改革に関心ある人や‘bondieuserie'(凝り固まった

信心)を攻撃するユイスマンのはげしさにむやみに衝撃などうげなかった

ものたちにそれが読まれたことが書かれている。そしてCurranは語を継

いで、次のように述っている。
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When J oyce came back from Paris in 1903 he wrote him down as an 

obvious comedian， who had wearied his audience， and as a writer 

without form. But whatever he may have thought of Durtal's spiritual 

pilgrimage or of Huysman's elaboration of a schematic; recondite 

symbolism， 1 think H uysman entered a little way into the writing both 

of Stephen Hero and the Portrait of Artist， if it was no more than by 

his manner of dogmatic， professorial exposition. (P 29) 

(ジョイスが1903年にパリから戻ったとき、彼は顧客をうんざりさせた

見えすいたコメディアンとか、形式をもたない作家だと彼を決め付けた。

しかし、彼がダータルの精神の遍歴やユイスマンの図式的な、深遠な象徴

主義の労作をどのように考えたにせよ、ユイスマンが少しはスティプン・

ヒーローと芸術家の肖像の二つの作品に、独断で、学者ぶった提示に過ぎ

ないにしても、入ったのだとわたしは思う。)

ランボーについては、色彩の象徴ということで、“voyelles"にCurran

は言及している。

Huysman's symbolism of colours fitted in， too， with the Rimbaud 

sonnet， voyelles， which J oyce would repeat to me. Imitating Rimbaud 

and A Rebours， we would push these fin-de siecle fancies， as 1 imagine 

students were doing in every university town， to the correspondence of 

colours with the sounds of musical instruments and with the sense of 

taste， compiling， for example， monochrome meals， tables d'hote in 

black puddings and caviare， black sole with Guinness and black coffee. 

But if he did repeat Rimbaud's sonnet it was not because he was given 

to reciting verse. Unlike the other young writers of my experience he 

-126-
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had not the habit of speaking his own verse or rapturously reciting 

Yeats or Swinburne. or Verlaine. Singing was his release and unlike 

other students， his talk was not of his reading. For the rest of us 

literature was largely matter of criticism， an affair of contrasts and 

tendencies. For J oyce it had asolute value， it was a world of integral 

beauty. (P 29) 

(ユイスマンの色彩の象徴主義は、またランボーのソネット、母音にぴ

ったり当て巌まり、それをジョイスはよくわたしに繰り返し聞かせた。ど

の大学の町でも学生たちがしていることと思うが、われわれはランボーや

“逆さに"などをまねして、これら世紀末の幻想を押し進めてていって、

いろいろな色に楽器の音色や味覚を対応させたりしたのだった。例えば、

単色の食事やら、黒プディングやキャビァの食卓とか、ギネスと砂糖なし

コーヒーっきの黒シタビラメを列挙した。しかし、彼がランボーのソネッ

トを繰り返したにしても、詩を朗読する気になったからではなかった。わ

たしの経験のほかの若い作家と違って、彼は自分の詩を話したり、うっと

りとイェイッとかスィンパーンまたはヴェルレーヌを朗読する癖はなかっ

た。歌うことが彼の解放になった。ほかの学生と違って、彼の話は彼の読

書のことではなかった。われわれほかの者たちにとって、文学はおもに批

評の問題であり、対比と傾向の事柄であった。ジョイスにとって、それは

絶対の価値があった。それは完全な美の世界だ、った。)

Curranはジョイスの文学遍歴でフランス象徴詩がその方法のみでなく、

生き方そのものにも大きい感化を与えていたことを示唆しているo とくに

ユイスマンの宗教文学の核ともいうべき批判精神にジョイスがどれほど呼

応していったかは看過出来ないことであろう o その点、『スティブン・ヒー

ロー』はいかに習作に止まっていようと、 Curranのいうように、 Huys-
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manの文学とも深くかかわっていた。ランボーにしても、彼の“voyel1es"

に魅了されていたジョイスが鮮明にCurranによっえ描き出されている。

ぽくはここでCurranが回想のうちに生きるジョイスの若き日にふれ、

作家がすでにヨーロッパの文化・文学を血とし、肉としていこうとした貧

欲に圧倒される思いに駆られるわけだが、つねに文学の旗手たらんとした

ジョイスの張り巡らしたアンテナは、ランボーの詩の世界さえ自分のなか

に取り組もうとしていた。ここにランボーの初期の詩がある。“Sensa-

tion"と題されている詩である。

Par les soirs bleus d'ete， j'irai dans les sentiers， 

Picote par les bles， fouler l'herbe menue : 

Reveur， j' en sentirai la fraicheur a mes pieds. 

J e laisserai le vent baigner ma tete nue. 

Je ne parlerai pas， je ne penserai rien: 

Mais l'amour infini me montera dans l'ame， 

Et j'irai loin， bien loin， comme un bohemien， 

Par la N ature， -heureux comme avec une femme. 

(夏の青い夕べに、ぽくは小道を行くだろう、

麦の穂にちくちく刺されて、細かい草を踏みに、

夢見ながら、ぽくは足に冷気を感じるだろう、

ぼくは無帽の頭を風にあたるままにしておこう、

ぽくは話したりしない、なにも考えない、
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しかし、無限の愛がぽくの魂にこみあげてくるだろう、

そしてぼくは遠く、さらに遠く行くだろう、ジプシーのように、

自然の中を、一女の人といっしょみたいに幸せだ)注1

1870年に書かれた、この“Sensation"(感覚)は、清々しい、若々しい

感性につらぬかれたランボーの詩の出発にふさわしい、限りなく遠い誘い

を感じさせる詩だといえるだろう o皮膚がことごとく震え、ひりひりした

感覚が酔いのように全身に行き渡り、悦惚と自然の無限の愛に抱かれる幸

福は、カレジの関り込めにあう、“卑小な、凝り固まった信心"にはとう

てい掴みえない幸福であるのだろう o シャルルヴイルという田舎町で育っ

たランボーは、とりわけ厳格な母親の女手ひとつで養育された。少年のラ

ンボーは、聖書をよく読み、宗教の科目では成積は抜群であったが、単に

暗記や記憶だけによるものではなかった。“キャベツ緑色をした小口の聖

書"に夢中になっていた。予言者のエキストは熱心に読んでいた。 Grall

にいわせれば、“宗教の一章について冗談のひとつもいったことのないマ

ダム・ランボーが彼にそれを押し付けたと賭けてもいい。"というほどの母

親のせいにもよる。少年ランボーは、この詩が垣間見た幸せを見逃したり

はしない。彼は熱心な信仰心厚い子から、とつぜんシャルルヴイルの公園

の木の幹に“神に死を"とナイフで刻んだ。粗暴にも彼はいままで彼に教

えられたすべてのものを“火花の中で"鍛えようとする。すべてを根こそ

ぎ破壊し、やり直すのである注2。ジョイスはランボーのとつぜんの反抗で

はないものの、ひそかに、もっと穏やかに、しかし辛嫌に聖職にたいして

反抗を企てた。その象徴がプリン神父の病であり、死であった。もっとも

皮肉にさえ思われるのは、 1まく'が日当たりのいい通りを歩いていて、プ

リン神父の死で当然沈んだ気分になっていいものなのに、喪の気分になら

ず、なにかから解き放された感じに浸っているのだ。ジョイスはそれを
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‘sensation of freedom'といっているわけだが、ランボーの先に挙げた詩

“sensation"と一脈通じるものがあるo ジョイスの少年のほっとした安堵

感と日が差して明るい通りの様子は、教会の権威が失墜してしまったあと

の、すべてが瓦解し、灰に帰した通りの日当たりの明るさに溢れているo

ジョイスはランボーの詩の題名“sensation"を英語読みに置き換えて、そ

の詩の解放感なり、遠い誘いを‘sisters'の少年の思いににじませていった

のではないかと思われるo 遠い誘いといえば、ジョイスの‘sisters'の次に

置かれている‘Anencounter'に於ける少年の‘pigeonhouse' (ダプリン湾

沿いの発電所)への仲間との小さな冒険にその投影を見ることができるだ

ろう o これなどもランボーが少年のときに再三企てては失敗に帰した脱シ

ャルルヴィルさえ想起させるものだ。ランボーの詩“voyelles"の色彩の

象徴が掻き立てた文学の可能性への夢はジョイスを捕らえて離さなかった

であろう o スティブンがシェクスピアをJohn Eglintonと論じあっている

“Ulysses"の場面に名前が挙がってくる、アイルランドの詩人、 A. E. 

(George Russel)は、ランボーの詩を介しているかのように、次の例に

なって姿を見せる。

1 that sinned and prayed and fasted. 

A chi1d Conmme saved from pandies. 1， 1 and I. I. 

A. E. I. O. U. (Ulysses P190) 

ここにある母音のカタログは、ジョイスがよく口ずさんでいたとCurran

が伝えるランボーの謎めいた『母音』だったのではあるまいか。繰り返し

になるが、『スティプン・ヒーロー』がいっているように、‘五個の母音を

置き換えもし、結合させて'素材な感情を表にするのにふさわしい叫びを

組み立てようとしたのであって、習作時代の試みが“Ulysses"のこの母音
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カタログになって蘇ったといえようか。

A noir， E blanc， 1 rouge， U vert， 0 bleu: voyelles， 

Je dirai quelque jour vos naissances latentes: 

A， noir corset velu des mouches ec1atantes 

Qui bombinent autour des puanteurs cruelles， 

Golfes d'ombre; E， candeurs des vapeurs et des tentes， 

Lances des glaciers fiers， rois blancs， frissons d' ombelles ; 

1， poupres， sang crache， rire des 1色vresbelles 

Dans la col色reou les ivresses penitents ; 

U， cyc1es， vibrement divins des mers virides， 

Paixdes patis semes d'animaux， paix des rides 

Que l'a1chimie imprime aux grands frontsstudieux; 

0， supreme Clairon plein des strideurs etanges， 

Si1ences traverses des Mondes et des Anges : 

-0 l' Omega， rayon violet de Ses Yeux ! 

(A 黒、 E 白、 I 赤、 U 緑、 O 青;母音たち、

ぽくはいつかお前たちの隠れた誕生を語ろう、

A、残酷ないやな臭いのまわりでぶ、んぶんしている

きらめく蝿の軟毛に覆われた黒いコルセット、

暗い入江 ;E、霧とテントの無邪気さ、
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堂々とした氷河の槍、白い王たち、散形花序の花の戦傑、

I、緋の衣、吐き出された血の、怒りの、

または告解の陶酔のさなかの、うつくしい唇の笑い

U、循環、緑の海の神の震え、

動物が点在する放牧場の安らぎ、

錬金術が学究の広い額に刻んでいる簸の安らぎ、

O、異様な鋭い音に満ちた最高のラッパ、

もろもろの世界と天使たちに横切られた沈黙:

ーおお、オメガよ、あのひとの目の紫色の光線よ!注1

この“A"から、“E"、“ 1"、“U"、を経て、終りの“おお、オメガ"

に至る母音群は、万物の生々流転をその生殖、誕生、悦惚、法悦の諸相に

よって描き、もろもろの世界と天使たちに横切られた沈黙'の死に赴く宇

宙の原理を、母音の響きや形象イメジを駆使して、大きい詩の世界に語ら

せようとしたのだ。存在は死の沈黙を配してこそ成り立っていることをラ

ンボーは見据えていたにちがいなし」彼がしばしば見せるスカトロジーの

詩は、『母音』の驚くべき人間存在への問いかけに比べると、軽妙、アイ

ロニーに満ちている。

アメリカの写真家ロパート・メイプルソープは生前、自分のポートレー

トを幾葉か残しているが、そのなかに頭蓋骨を配したもの、小さい頭蓋骨

が杖のような細い棒の先端に付いていて、この細棒を握っているポートレ

ートは、生と死を一瞬の存在に高ぶらせる結晶のようにさえ思われてく

る。それはランボーの生の高々となり響く‘異様な鋭い音に満ちた最高の

ラッパ、'と津然と一体化する“沈黙"の死の緊迫した表現になっていた。
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ジョイスは『母音』の詩の世界を、『スティプン・ヒーロー』の習作に曳航

しつつ、『ユリシーズ』の母音カタログに、それぞれの母音にランボーが

配した色彩は透明・無色にしたままで、ランボーに魅せられた若き日の文

学遍歴の一端を覗かせているのではないだ、ろうか。

‘Sisters'の語り手の少年は、大人の目からは、錬金術の腕も磨いたロズ

クルシアンであったことなどは、ランボーの錬金術であり、反聖職、反教

会の姿勢はたがいに信仰心厚い、敬度な模範生によって突如もたらされた

姿勢だ、った。プリン神父の生前を語る神父の老いた姉妹は、死因がこわれ

た聖杯 (Chalice)にあったのですと、伯母に語る所で、この短編は閉じ

ることとなるo

注

1 文中のランボー詩“Sensation"、“Voyelles"については、それぞ

れ、村上菊一郎訳詩集(冬至書房、昭和61年)ランボー詩集(清岡卓

行訳河出中房新社、 1992年)、ならびCollected poems， Arthur 

Rimbaud， Translations by Oliver Bernard. (Penguin Classics 1986) 

に負うところ大きい。また文教大学外国語研究室の田辺武光教授にフ

ランス語の御教示をうけ感謝する次第です。

2 Xavier Grall， Arthur Rimbaud， La Marche au Soleil 

(Calligrammes 1989) p 58 

-133-


